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高橋　そうですね。確かに、学生か
ら、ネット詐欺の被害やSNS上の対
人トラブルについての話も聞きます。
しかし、彼らはそれでも、「怖い」
というよりは、「便利だ」と捉えて
います。使いこなせれば効率もよく、
自分にグッと響けば何も悪いことは
ないという考えです。
三宅　中学生も同じです。彼らに
とって、友人関係は非常に大切なも
のです。その友達とのつながりを保
つ便利なツールとして、SNSがあれ
ば、子どもはそれを使うことを選び
ます。多少、失敗を経験しても、「使
わない」という選択肢はありません。
大人だったら、何か失敗をすると、
懲
こ

り懲
ご

りだとなりがちです。しかし、
子どもや若者はそんなふうにネガ
ティブにはならないものです。
高橋　大学生ぐらいになると、みん
な多かれ少なかれ失敗しています。
失敗からしか学べないこともありま
す。悪い大人とつながらないように
することと、命に関わることだけを
カバーして、あとはどんどん使わせ
ていけばよいのではないでしょうか。

三宅　同感です。やる前から行動を
制限してしまうと、ネット社会でた
くましく生きていく力はつかないの
ではないかと考えます。
高橋　先生の学校では、デジタル・
シティズンシップ教育の考え方を生
かした実践は行われていますか。
三宅　私の勤務校では、「ICT推進
生徒委員会」というものを立ち上げ、
１人１台端末の管理を生徒自身に任
せています。生徒たち自身で「未来
につながる、品位と思いやりある
ICT活用」という目標を掲げ、ルー
ルを設けました。当然、休み時間も
使用可で、うまくいかないことがあ
ると、放送で、「もっとこうしてく
ださい」などと呼びかけています。
自分たちで作ったルールだから自分
たちで守る、というスタンスです。
高橋　まさに、「シティズンシップ」
につながっていく活動ですね。
三宅　もちろん、学校や自治体に
よって状況は違うでしょうから、学
校ごとに、可能な範囲で対応してい
くことが大切だと思います。

大切にしてきたこと
　これまで、東南アジアや中東、アフリカなど
の貧困や難民の問題を取材してきました。東日
本大震災後は、親族がいた陸前高田市を中心に
記録を続けています。今、力を入れているのは、
日本に逃れてきた難民の人たち、入管の収容所
で苦しんでいる人たちなど、日本における外国
人や、外国にルーツをもつ人々の人権問題です。
　日々の生活に精一杯の人たち、心身ともに傷
ついて日本に来る人たちは、自分から声を上げ
ることが難しい状況にあります。元々大きな声
をさらに轟

とどろ

かせるのではなく、自ら伝える手段
をもたない人たち、置き去りにされがちな人た
ちの声を伝えたい、常にそう考えてきました。

差別に対する気づき
　私は中学２年生のときに父親を亡くしました。
そして、高校生のとき、父親が在日コリアンだっ
たことを知りました。
　自分が「日本人」であることに何の疑いももっ
ていなかった頃は、隣国のことを侮蔑的ニュア
ンスで報じる番組を見ても、気にも留めません

道徳科で何ができるか
高橋　今、ネット上には、フェイク
ニュースもあまた見られ、その情報
は玉石混交です。また、フィルター
バブル※１

　 や、エコーチェンバー現象
※２
　 などによって、偏った情報にとら
われる危険性も大きくなっています。
しかし、三宅先生と話してきたよう
に、危険があるからいっさい使わな
い、ということにはならないでしょ
う。
三宅　道徳科では、どんなことがで
きるでしょうか。
高橋　私は、道徳の専門家ではあり
ませんが、日頃から、意見が分かれ
ることについて話し合わせることが
大事だと思っています。大学でも、
なるべく「正解」がないことについ
て話し合わせています。一つのこと
に対しても、見方や立場によって、
意見が違うということを感じる経験
を重ねていく。価値観やものの見方
は、人によってばらばらで、正解は
一つじゃない。自分とは違う見方も
受け止め、そのうえで、自分がどう
すればいいかを考えることが大事で
す。これは、まさに道徳の授業だか
らこそできることだと思います。
三宅　私も同じように考えています。
現代は、多様性が求められる時代。
答えは一つではありません。その中
で、自分ならどうするかということ
を考えさせることが大切です。デジ
タル・シティズンシップは、多様性
を認め、そのうえで、自分ならどう
するかを考えていくというスタンス
です。道徳科で情報モラルを扱うと
きには、こうしたデジタル・シティ
ズンシップの考え方も取り入れてい
きたいと考えています。

でした。朝鮮半島情勢が緊迫したときには、日
本にある朝鮮学校に数々の嫌がらせが行われま
したが、そんな問題にも背を向けていられたの
です。在日コリアンへの差別は、まさに自分の
父に向けられたものだったのですが、当時の私
にとって、差別の痛みは、皮膚の外にあるもの
でした。私は、日本社会のマジョリティ側にい
て、差別に気づかず、生きてこられたのです。
　「日本は法治国家だから、差別は防げている」
という声も聞かれます。しかし、現に、在日コ
リアンの人たちや、マイノリティ性をもった人
たちの中には、インターネットなどで誹謗中傷
や脅迫を受け、生活に支障を来している方もい
ます。差別は、あなたの目の前になかったとし
ても、あなたの真横、すぐ背後に存在するかも
しれない。そこに、目を向けてほしいのです。

社会に参加する若者たち
　今、マジョリティ側にいる若い人たちが差別
の実態に気づき、それを変えようとする動きが
あります。2021年３月６日に名古屋出入国在
留管理局で亡くなったウィシュマさん※につい
て、大学生、高校生が声を上げました。彼らは、
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※１　�インターネット上の検索エンジンはその仕組み上、使用履歴に応じて、各自の好みに合った情報が優先的に表示される。このことによって、自分と異なる意見やさまざまな情報
に触れることがなくなっている状態を指す。米国のイーライ・パリサーによる造語。

※２　�SNS上で考え方の似た者どうしが交流し合うことによって、特定の意見や思想が増幅され、より偏った方向に向かってしまうこと。
※�スリランカ人女性ウィシュマ・サンダマリさんは、2017年6月、留学の在留資格で来日した。その後、在留資格を失い、20年8月、名古屋出入国在留管理
局に収容され、21年3月に亡くなった。収容中の不適切な処遇や医療体制の不備が指摘され、遺族や支援者が情報開示を求めた。

［インタビュー］

「マジョリティが変わるための
報道」を目ざして
情報を活用し、社会をよりよく変えていくために、私たちはメディアや報道を
どのように考え、関わっていけばよいのでしょうか。さまざまな現場を取材してきた
フォトジャーナリストの安田菜津紀さんにお話をききました。

1987年神奈川県生まれ。認定NPO
法人D
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eople（D4P）副�
代表。『写真で伝える仕事―世界の
子どもたちと向き合って―』（日本
写真企画）、『あなたのルーツを教
えて下さい』（左右社）等の著書の
他、テレビやラジオ等に出演。

安田菜津紀
Natsuki Yasuda
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　どもたちの学校での様子を見ていると、 「ずるい
ぞ！」「ずるくないよ！」という言い合いを耳に

することがあります。モノを分ける、道具を使う、 係
や役割をめぐって、 きまりを守ったかどうか、 時には、
先生の方針について、「ずるい」「ひいきだ」といった
判断を声高に主張します。いったい子どもたちは、ど
んな場合を「ずるい」と判断するのでしょうか。特に、
モノを分け合ったり、役割を分担したりするような、
分 配 に 関 す る 正 義 は、 分 配 的 正 義（Distributive 
Justice）とよばれています。

公正観の発達

　分配的正義についての認識は、子どもの成長ととも
に発達すると考えられています。ところが大人は、こ
うした子どもの認識をあまり考慮せず、つい慣習的に
正解を与えようとするところがあります。一つしかモ
ノがないとき、二人が存在していれば、そのモノを半
分にして、 「さあ、半分ずつにしたから喧

けん

嘩
か

しないよ
うに」といった解決法です。
　しかし、子どもたちの判断は、必ずしも大人と一致
するわけではありません。
　小学校低学年は、利己的欲求が強い時期なので、誰
もが自分に多くしたいと考えます。「自分のほうが体
が大きいから」などと、いろいろな理由をつけて「利
己的分配」を主張します。そのうち、「絶対同じがい
い！」という「均等分配」を求めるようになります。
理由を尋ねると、「そのほうが喧嘩しないから」と答
えます。
　中学年を過ぎると、「がんばった人に、よりたくさ
んあげてもいい」という、貢献度に応じた「公平分配」
を望む子どもが出てきます。高学年以上になると、「必
要としている人に、より多くあげてもいい」と、個々
が置かれている状況や立場を考えることができるよう

になります。さらには、相手に多くあげる「愛他的分配」
ができる子も登場してきます。

子どもに理由を考えさせてみよう

　こうしたモノやコトの分配を、誰にとっても公平だ
と思えるように話し合い、生活の中で解決していく機
会を与えることは、子どもたちの認識を豊かなものに
していきます。大人が一方的に、あるいは慣習的に「は
い、喧嘩しないように半分ね」「はい、順番ね」とい
う単純な解決法を示してしまうと、大人が思う以上に

「ずるい！」という不満をもたせるかもしれません。
　例えば、 コンテストで、どんなにがんばっても、他
の子と同じ参加賞をあげるほうがいいのか、 貢献度に
応じて賞を変えるほうがいいのか。子どもたちの意見
に耳を傾けることは、子どもの公正観の発達を知るこ
とになり、また、子どもが納得のいく解決のプロセス
を考えるきっかけをつくることになります。

子

道徳授業を成功させよう

渡辺弥生
（法政大学教授）
Yayoi Watanabe

発達心理学、教育学博士。法政大学文学部教授。著書に『感情の正体
――発達心理学で気持ちをマネジメントする』（筑摩書房）、『子ども
の「10歳の壁」とは何か？　乗りこえるための発達心理学』（光文社）
など。監修に『まんがでわかる発達心理学』（講談社）など。光村図
書小・中学校『道徳』教科書編集委員。

渡辺弥生●わたなべ やよい

第 3 回 子どもたちが思う「ずるい！」とは

真相究明のため、情報開示を求めるオンライン
署名を行いました。企画した学生は、こうした
ことが起こってしまう国の在り方への怒りと同
時に、今まで問題に背を向けてきた自分にも怒
りを感じたといいます。同級生に外国ルーツの
子がいて、これは私の友達の問題なんだと、参
加した学生もいました。自分が身近で大切にし
ていることから、問題をたぐり寄せ、インター
ネットなども生かして、社会を変えようとして
いく若者の姿には、希望を感じます。
　当事者がどんなに声を上げても、社会の仕組
みやマジョリティの態度が変わらないかぎり、
根本的解決にはつながりません。報道などを
きっかけに、多くの人が「おかしいよ」と声を
上げて初めて、行政や国の重い腰が動くのです。

マジョリティが変わるために
　差別に苦しむ当事者がつらい経験を話してく
ださるのは、メディアや、それを聞く人に、問
題を託すためです。当事者は、「この声を広げ
てください。この声が世界を変えるきっかけに
なりますように」と、メディアにバトンを手渡
すのです。しかし、メディアが、「当事者だけ
の問題」として報じてしまうと、いつまでも、
その声を「消費」するだけになってしまいます。
　ウィシュマさんの取材では、コロナ禍の中、
彼女の故郷であるスリランカの実家を訪ね、ご
家族や知人の話を聞きました。ニュースとして、
彼女がどのように亡くなったのかを伝えるのも
大事ですが、それに終始してしまうと、彼女が、
悲惨な被害者のシンボルとして「消費」されて
しまうだけだと考えたからです。彼女は一人の
人間として生きてきた。どのように生きてきた
のかが伝わらなければ、命が奪われたという重
みも伝え切れない。そう考えての取材でした。
　ウィシュマさんのご家族は、つらい現実を突
きつけられながら、「人間を人間として扱って
ほしい。それを繰り返さないための仕組みを
作ってほしい」というメッセージを私たちに伝
えてくれました。「人間を人間として扱ってほ
しい」と誰かに言わせてしまっているのが、私
たちの今の社会です。社会を変えていくのは、

バトンを託された私たちなのです。
　新著『あなたのルーツを教えて下さい』では、
外国にルーツをもつ多くの人々に取材しました。
彼らは、個人の努力で困難を乗り越えてきまし
た。それらを、「美しい話」で終わらせないこ
とが必要です。差別の問題を、マイノリティ個
人の努力に矮小化しているからこそ、ウィシュ
マさんのようなことが起きているのです。マイ
ノリティにがんばらせる社会じゃない社会を目
ざしたい、この本は、そんな投げかけとして書
いたものです。

情報社会を生きる子どもたちへ
　今は、巨大なホースから水（情報）が出てい
て、そこに直接口をつけて水を飲みなさいと言
われているような時代だと思います。常に、い
いねボタンを押す？ 押さない？ と、立ち位置
の表明を求められ、SNSでは、自分が発した言
葉に、多くの同意が集まると、それが世界の全
てだと錯覚してしまいそうになる。インター
ネットは、自分の世界を広げてくれているよう
で、実は狭めているものなのかもしれません。
　そんな今だからこそ、立ち止まって考えるこ
とが必要だと思います。フェイクニュースでは
ないかな？ リツイートして誰かを傷つけない
かな？ と立ち止まり、自分と対話する。SNS
で誰かとつながることと同じくらい、「自分と
の対話」を大切にしてもらいたいと思います。




